
大
阪
。
上
清
滝
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
四
條
畷
市
清
滝

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
〓

一月
ｉ

一
九
九
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
四
條
畷
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
野
島
　
稔

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
ぞ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

上
清
滝
遺
跡
は
、
生
駒
山
系
を
横
断
す
る
国
道

一
六
三
号
沿
い
の
小
集
落
と

所
大
に
旧
清
滝
街
道
の
名
残
り
を
見
出
す
東
西
六
〇
〇
ｍ
、
南
北

一
〇
〇
ｍ
の

範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
。　
一
九

八
八
年
か
ら
、
建
設
省
の
交
通

量
増
加
に
対
す
る
国
道
の
線
形

改
良
付
替
工
事
に
先
が
け
、
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

醐

果
第
二
次
胡
査

（
一
九
八
八
年
）、

厳

第
四
次
調
査

（
一
九
八
坑
年
）
に

伏

お
い
て
木
簡
が
出
上
し
た
。

一　

第
二
次
調
査

遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
小
字
名

「塔
ノ
坊
」
と
そ
の
周
辺
を
対
象

と
し
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
を
は
じ
め
、
石
組
井
戸

。
素
掘

井
戸

・
溝

。
落
込
み
状
遺
構

・
旧
河
川
等
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
は
こ
の
旧
河

川
の
斜
面
に
投
棄
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

埋
土
中
か
ら
は
、
木
筒
の
ほ
か
、
下
駄

・
箸

・
漆
器

。
金
箔
塗
り
光
背

・
木

製
聖
観
音
立
像

。
人
形
等
の
木
製
品
が
非
常
に
保
存
の
良
い
状
態
で
出
上
し
て

い
る
。
木
製
品
以
外
の
遺
物
は
、
瓦
器
碗

・
土
師
質
皿

・
白
磁

・
砥
石

・
硯
な

ど
が
あ
る
。

一
一　
第
四
次
調
査

遺
跡
の
西
端
に
位
置
す
る
小
字
名

「籠
池
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
水
田
地
で
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
、
溝
、
東
西
約
三
〇
ｍ
。
南
北
約
二
二
ｍ

（約
一ハ
六
〇
∬
）
の
池
等
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
二
点
は
、
池
の
下
樋
に
あ
た
る

二
号
木
樋
の
集
水
施
設
の
四
本
柱
の
う
ち
、
西
側
の
二
本
に
、
墨
書
面
を
内
側

に
し
て
木
釘
で
打
ち
付
け
ら
れ
た
状
態
で
出
上
し
た
。
池
の
埋
土
中
か
ら
瓦
器

碗

・
土
師
質
皿
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
二
次
調
査

ω
　
。
「
寿
永
三
年
　
」

（題
簸
軸
）

。
「
四
至
内
券
文
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ω受
ド実
枷
露
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1989年出土の木簡

tOl (0)

「
＜
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」］『〕Ｘ
Ｐ『．×
岸　
０∞や

「
常
福
方
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
入
じ
益

⇔驚

「
回
せ
の
た
ね
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝ｏ貿
〕巽
ω
ョ

「
＜
汝
聴
観
音
行
善
應
」

「
＜
爾
日
日
日
日
日
日
旧
日
Ш
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囀
ｏｘ
Ｈ
×
ド　
一驚

鴛
□
□

念
西
方
仏

出
家
請
僧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
ｅ
Ｘ
受
φ
ｏ３

「回
□
□
□
□
慶
喜
四
静
属
□
□
口
可
」

〔囚
ウ
〕

「
　
　
　
　
　
　
　
　
□
七
□
八
回
」
　

市∞露
（こ
述
Φ
ｏ留

「
妙
法
蓮
華
経

「
日

回

「
ｏ
八
月
八
日
□
□
０
」

「
王
将
」

Ｇ
ｅ
ｘ
３
Ｘ
ω
　
⇔
こ

＝
Φ
φ
×

〕
〕
文

い
　
０
い
【

∝
や
Ｘ

騨
『
Ｘ
い
　
０
〇
一

「咄
天
工
ｏ
一
切
□
□
□

一
切
吉
祥
旬
罪
悪
口

回
不
□
ｏ
」

０
謬
又
将

ｘ
０
　
０
留
　
　
宥

(1)三 llD ⑭ ⑭  09 ω

。
「
歩
兵
」

。
「
□

」

「
渥

ｏ

」

口
日
日
□

・
□
□
□
回
□

・
国
回
□
国

名

（文
じ

口

□
？
つ
ち

□
諸

。
「
＝

＝

一

＝

＝

一

「
＜
口

□

日

日

□
□
□

〔
い
ろ
ヵ〕

第
四
次
調
査

留
Ｘ
μ
や
×
ド
　
０
自

⇔
【
Ｘ
ω
『
Ｘ
や
　
０
０
Ｐ

（鵠
ｅ
ｘ
含
じ
文
０　
３
μ

（
μ
μ
一
）
・×
μ
∝
×
ｕ
　
０
９
や

含
３
）
×
絨
×
い

Ｐ
Φ

（
中
の
０
）
Ｘ
（
卜
∝
）
Ｘ
ｒ
　
Ｏ
喜

無
ｘ
命
ｅ
ｘ
∞　
ｏ駕



「
　

　

　

　

　

一
切

□

□

□

□

□

罪

□

一
切

□

□

咄

天

工

ｏ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

□

□

ｏ

以

日
日
日
日

日
日

‐‐
日
日
日
日
日
四

　

　

　

」

い
∞
Ｐ
Ｘ

］
『
×

〇
　

〇
い
μ

第
二
次
調
査
区
で
共
伴
す
る
木
製
聖
観
音
立
像

。
光
背

・
柿
経
等
寺
院
関
係

遺
物
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
周
辺
の
字
名

「観
音
堂

一
「仁
王
堂
」
等
の

地
域
が
今
後
の
発
掘
調
査
対
象
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
院
関
係
遺
構
が
検
出

さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
、
第
二
次
調
査
区
で
木
簡
が
出
上
し
た

旧
河
川
の
続
き
を
第
五
次
調
査
と
し
て
発
掘
中
で
あ
り
、
木
簡
が
出
土
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

（村
上
　
始
・
野
島
　
稔
）

OD

隆摩
れ
ニ
タ

・・
‐

ン ′

レ
常

フらイ
歯

ケ



1989年出上の木簡
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